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「
フ
ァ
ッ
キ
ン
グ
・
ウ
ェ
ザ
ー
」
を
謳
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
山 

剛
毅 

 

 

「
雲
一
つ
な
い
晴
れ
た
朝
、
空
か
ら
死
が
降
っ
て
き
て
、
世
界
は
一

変
し
た
」
と
述
べ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
だ
っ
た
か
。
現
職
大

統
領
が
漏
ら
し
た
は
じ
ま
り
の
言
葉
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
と
意
見
の

相
違
を
生
ん
だ
。
空
に
「
ピ
カ
ッ
」
と
い
う
文
字
に
よ
る
切
れ
目
が
見

て
取
れ
た
の
は
、
十
年
以
上
前
の
こ
と
だ
っ
た
か
。
黒
色
火
薬
が
シ
ン

ボ
ル
の
背
景
に
爆
音
と
と
も
に
舞
っ
て
、
あ
た
り
は
独
特
の
硝
煙
の
匂

い
に
包
ま
れ
た
。
そ
の
翌
日
だ
っ
た
か
。 

 
 

空
は
ひ
と
つ
と
い
う
ク
リ
シ
ェ
と
裏
腹
に
、
空
に
は
い
つ
も
切
れ
目

が
見
て
と
れ
る
。
夏
が
巡
っ
て
く
る
と
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
記
憶
に
ま
つ
わ

る
「
美
し
い
言
葉
や
念
想
が
殆
ど
絶
え
間
な
く
流
れ
て
ゆ
く
」
一

。 

 

広
島
出
身
の
詩
人
で
作
家
の
原
民
喜(

一
九
〇
五
〜
一
九
五
一)

は
、

自
分
自
身
を
「
杞
憂
亭
」
あ
る
い
は
「
杞
憂
」
と
号
し
て
い
た
。
空
が

ふ
た
つ
に
割
れ
て
世
界
が
崩
壊
す
る
と
い
う
「
杞
憂
」
は
、
無
数
の
偶

然
と
最
後
に
ボ
タ
ン
を
押
し
た
「
人
の
指
」
に
よ
っ
て
、
現
実
の
も
の

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
原
が
戦
前
に
「
轢
死
」
を
主
題
と
し
た
「
溺

没
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

胴
の
上
、
赤
と
緑
の
シ
グ
ナ
ル
が
瞬
く
闇
に
、
涼
風
の
窓
を

列
ら
ね
た
省
線
が
走
り
、
そ
の
女
の
靴
の
踵
が
、
轢
死
し
た
彼

の
上
を
通
過
し
て
い
る
。 

 

洋
裁
を
習
っ
て
、
二
人
の
妹
を
養
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、
そ
の

女
の
踵
。 

ガ
ラ
ガ
ラ
と
ミ
シ
ン
は
回
転
し
、
女
の
踵
は
猛
夫
の
額
を
踏
み
、

踏
む
。 

あ
あ
、
そ
れ
も
、
こ
れ
も
、
背
き
去
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
衰
運
の
児

の
さ
だ
め
か
。
再
び
、
彼
の
頭
上
を
省
線
は
横
切
り
、
無
用
の
頭

蓋
を
粉
砕
し
て
し
ま
う
一

。 

  

線
路
に
横
た
わ
る
猛
夫
を
死
に
追
い
や
る
の
は
、
レ
ー
ル
の
上
を
走

る
電
車
で
は
な
い
。
そ
の
電
車
に
乗
っ
て
、
家
族
を
養
う
た
め
に
、
機

械
と
同
一
化
し
て
稼
ぎ
を
得
よ
う
と
す
る
女
の
靴
の
踵
な
の
だ
。
女
の

靴
の
踵
は
ペ
ダ
ル
を
踏
む
よ
う
に
し
て
、
猛
夫
の
頭
骨
を
踏
み
つ
け
粉

砕
す
る
。 

 

ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
、
ペ
ダ
ル
を
踏
む
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
ボ
タ
ン

を
押
し
て
し
ま
う
人
々
の
滑
稽
さ
を
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
描
き
出
し
た
ペ

ト
ル
・
ゼ
レ
ン
カ
（
一
九
六
七
〜
）
の
『
ク
ノ
フ
リ
カ
ー
ジ
』
（
一
九

九
七
）
は
、
ヒ
ロ
シ
マ
に
原
爆
を
投
下
し
た
搭
乗
員
を
描
い
て
、
当
然

の
よ
う
に
そ
れ
を
茶
化
す
三

。
冒
頭
、
ふ
た
つ
の
場
面
が
並
行
し
て
画
面

に
映
し
出
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
原
爆
投
下
に
向
か
う
Ｂ
29
搭
乗
員
の
会

話
、
も
う
ひ
と
つ
は
大
雨
の
小
倉
で
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
男
を
迎
え
た
家

族
の
会
話
だ
。
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
男
を
快
く
思
わ
な
い
少
年
は
、
男
に

食
っ
て
か
か
る
。
男
の
方
も
、
罵
倒
語
の
ひ
と
つ
も
言
え
な
い
よ
う
で

は
、
戦
争
に
は
勝
て
な
い
と
煽
る
。
こ
の
振
り
仕
切
る
豪
雨
と
ジ
メ
ジ

メ
と
し
た
日
本
の
夏
を
呪
っ
て
み
よ
、
と
。 

「
ゴ
ッ
ダ
ム
・
デ
ィ
ス
・
フ
ァ
ッ
キ
ン
グ
・
ウ
ェ
ザ
ー
」 

男
の
ノ
リ
に
合
わ
せ
て
、
家
族
も
繰
り
返
す
。
「
フ
ァ
ッ
キ
ン
グ
・
ウ

ェ
ザ
ー
」
「
フ
ァ
ッ
キ
ン
グ
・
ウ
ェ
ザ
ー
」
小
倉
に
向
か
っ
て
い
た
機

原
爆
文
学
研
究
会
報 

｜
第
六
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六
号
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原
爆
文
学
研
究
会 

二
〇
二
二
年
九
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体
に
無
線
が
入
る
。
小
倉
は
天
候
不
良
で
第
二
目
標
の
廣
島
に
向
か
う

よ
う
に
指
令
が
下
る
。
搭
乗
員
た
ち
は
、
罵
倒
語
を
口
に
し
な
が
ら
、

廣
島
へ
向
か
い
、
爆
弾
投
下
の
ボ
タ
ン
を
押
す
四

。 

 

呪
わ
れ
た
空
が
も
た
ら
し
た
幸
運
と
、
不
幸
。
や
は
り
空
は
ふ
た
つ

に
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
入
道
雲
が
轟
々
と
音
を
立

て
る
衣
笠
山
の
麓
で
書
い
て
い
る
四

。
今
年
は
梅
雨
が
続
か
ず
、
「
戻
り

梅
雨
」
と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
フ
レ
ー
ズ
が
聞
こ
え
て
き
た
。
世
界
は

今
年
も
異
常
気
象
。
「
ゴ
ッ
ダ
ム
・
デ
ィ
ス
・
フ
ァ
ッ
キ
ン
グ
・
ウ
ェ

ザ
ー
」
。 

京
都
の
空
も
呪
わ
れ
て
い
た
。
原
爆
の
最
初
の
投
下
目
標
は
、
京
都

だ
っ
た
。
今
年
も
「
京
都
の
夏
」
が
や
っ
て
き
た
。
盆
地
特
有
の
湿
気

と
高
温
。
真
夏
に
雪
は
降
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
宇
多
天
皇
（
八
六

七
〜
九
三
一
）
の
故
事
に
な
ら
っ
て
、
真
夏
の
雪
を
祈
念
す
る
。
「
ゴ

ッ
ダ
ム
・
デ
ィ
ス
・
フ
ァ
ッ
キ
ン
グ
・
ウ
ェ
ザ
ー
」
。 

 
 

共
同
研
究
室
で
パ
ソ
コ
ン
を
打
っ
て
い
る
と
、
ド
ア
が
開
い
て
後
輩

が
入
っ
て
き
た
。 

「
今
日
、
外
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
暑
い
で
す
よ
。
来
る
と
き
に
夕
立
に
は
遭

う
し
。
湿
気
で
む
せ
返
り
そ
う
な
の
に
、
な
ん
で
冷
房
つ
い
て
な
い
ん

で
す
か
？
」 

「
そ
の
う
ち
真
夏
に
雪
が
降
る
よ
。
」 

「
そ
れ
、
異
常
気
象
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」 

後
輩
が
空
調
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。 

ゴ
ッ
ダ
ム
・
デ
ィ
ス
・
フ
ァ
ッ
キ
ン
グ
・
ウ
ェ
ザ
ー
。 

       

 

脚
注 

一
、 

原
民
喜
、
「
鎮
魂
歌
」
一
九
四
九
年
。
引
用
は
、
『
定
本 

原
民
喜
全
集
』

第
二
巻
、
一
〇
七
頁
（
青
土
社
、
一
九
七
三
年
）
。 

二
、 

原
民
喜
、
「
溺
没
」
一
九
三
九
年
。
引
用
は
、
『
定
本 

原
民
喜
全
集
』
第

一
巻
、
二
四
五
〜
二
四
六
頁
（
青
土
社
、
一
九
七
三
年
）
。 

三
、 

ペ
ト
ル
・
ゼ
レ
ン
カ
の
『
ク
ノ
フ
リ
カ
ー
ジ
』
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
原
爆
体
験
の
風
刺
を
試
み
た
作
品
と
紹
介
し
た
論
考
が
あ

る
。
デ
ィ
ッ
ク
・
ス
テ
ゲ
ウ
ェ
ル
ン
ス
、
「
距
離
・
制
限
・
タ
ブ
ー——

日
欧

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
イ
メ
ー
ジ
の
隔
絶
」
福
間
良
明
、
山
口
誠
、
吉
村
和
馬
編
『
複

数
の
ヒ
ロ
シ
マ——

記
憶
の
戦
後
史
と
メ
デ
ィ
ア
の
力
学
』
青
弓
社
、
二
〇
一

二
年
、
三
一
一
〜
三
二
四
頁
。 

四
、 

ゼ
レ
ン
カ
の
『
ク
ノ
フ
リ
カ
ー
ジ
』
が
公
開
さ
れ
た
同
年
に
、
ア
メ
リ
カ

で
は
Ｂ
29
ボ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
の
機
長
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｗ
・
ス
ウ
ィ

ー
ニ
ー
（
一
九
一
九
〜
二
〇
〇
四
）
が
、War's 

End: 
An 

Eyewitness 

Account of America's Last Atomic Mission

（
邦
訳
は
『
私
は
ヒ
ロ

シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
に
原
爆
を
投
下
し
た
』
）
を
発
表
し
、
原
爆
投
下
に
関
し

て
の
議
論
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
『
ク
ノ
フ
リ
カ
ー
ジ
』
で

は
、
小
倉
へ
の
原
爆
投
下
を
諦
め
た
Ｂ
29
は
、
廣
島
に
向
か
う
が
、
実
際
に

は
、
小
倉
は
第
二
投
下
目
標
で
あ
り
、
一
九
四
五
年
八
月
九
日
に
視
界
不
良

の
た
め
原
爆
投
下
を
免
れ
た
。
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
が
操
る
ボ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
は

長
崎
へ
と
向
か
っ
た
。 

五
、 

鹿
苑
寺
金
閣
の
背
景
に
そ
び
え
る
標
高
二
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
「
衣
笠
山
」

の
名
称
は
、
そ
の
昔
、
宇
多
天
皇
の
時
代
に
、
真
夏
に
も
雪
景
色
を
見
た
い

と
切
望
し
た
天
皇
の
命
に
応
え
て
、
衣
笠
山
に
白
絹
を
か
け
た
こ
と
に
由
来

す
る
。 
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第
六
十
六
回 

原
爆
文
学
研
究
会
報
告 

 
二
〇
二
二
年
六
月
二
十
五
日
（
土
）
第
六
十
六
回
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第

二
期
最
初
の
研
究
会
と
な
る
第
六
十
六
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
状
況
を

鑑
み
て
、
広
島
大
学
東
千
田
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
た
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
遠
隔
中
継
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
を
採
用
し
ま
し
た
。 

研
究
会
は
村
上
美
奈
子
さ
ん
に
よ
る
研
究
発
表
「
城
山
小
学
校
の
殉
難
児
童
を
捜

し
て
」
と
川
口
隆
行
さ
ん
の
新
著
『
広
島 

抗
い
の
詩
学―

原
爆
文
学
と
戦
後
文
化

運
動―

』
の
合
評
会
の
二
部
構
成
で
し
た
。 

村
上
美
奈
子
さ
ん
の
研
究
発
表
で
は
原
爆
投
下
に
よ
り
長
崎
市
内
の
城
山
国
民
学

校
で
亡
く
な
っ
た
殉
職
児
童
に
つ
い
て
の
痕
跡
を
辿
る
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
五
〇
年
代
以
降
に
ま
と
め
ら
れ
た
殉
難
児
童
名
簿
を
も
と
に
当
時
の
様
子
を
紐
解

く
試
み
に
、
会
場
参
加
者
か
ら
も
新
た
な
視
点
を
与
え
る
コ
メ
ン
ト
や
質
問
が
盛
ん

に
な
さ
れ
ま
し
た
。 

後
半
の
合
評
会
は
二
〇
二
二
年
二
月
に
琥
珀
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
川
口
隆
行
さ

ん
の
新
著
『
広
島 

抗
い
の
詩
学―

原
爆
文
学
と
戦
後
文
化
運
動―
』
を
対
象
テ
ク

ス
ト
に
宇
野
田
尚
哉
さ
ん
、
佐
藤
泉
さ
ん
、
成
田
龍
一
さ
ん
の
三
名
を
迎
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
、

本
書
が
読
む
者
の
こ
れ
ま
で
の
「
原
爆
文
学
」
へ
の
眼
差
し
を
露
に
す
る
強
い
力
を

も
つ
書
で
あ
る
こ
と
感
じ
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
合
評
会
の
様
子
に

つ
い
て
は
加
島
正
浩
さ
ん
か
ら
印
象
記
を
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
で
き
な
か

っ
た
会
員
の
皆
様
に
も
当
日
の
様
子
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

    

◇ 

研
究
発
表 

城
山
国
民
学
校
の
殉
難
児
童
を
捜
し
て 

村
上
美
奈
子 

 

本
報
告
で
は
、
長
崎
の
浦
上
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
っ
て
千
四
百
名
も
の
子
ど
も

た
ち
が
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
城
山
国
民
学
校
の
、
そ
の
一
人
一
人
に
つ
い
て
、
昭

和
五
十
年
代
以
降
に
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
殉
難
児
童
名
簿
を
手
が
か
り
に
し
な
が

ら
、
そ
の
痕
跡
を
た
ど
っ
て
い
く
試
み
に
つ
い
て
発
表
し
た
。 

 

広
島
の
原
爆
で
は
、国
民
学
校
の
三
年
生
か
ら
六
年
生
は
学
童
疎
開
を
し
て
い
て
、

孤
児
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
多
か
っ
た
が
、
長
崎
で
は
、
そ
の
よ
う
な

形
で
の
疎
開
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
各
国
民
学
校
に
千
四
百
名
や
千
五
百

名
も
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
た
そ
の
時
代
、
長
崎
の
爆
心
地
近
く
の
城
山
国
民
学
校

で
も
山
里
国
民
学
校
で
も
、
千
三
百
人
を
超
え
る
児
童
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
て
、
正
確
な
犠
牲
者
数
は
分
か
ら
な
い
。 

 

山
里
小
学
校
で
は
、
毎
年
六
月
と
十
一
月
と
二
月
に
「
平
和
週
間
」
が
あ
り
、
熱

心
に
平
和
教
育
に
取
り
組
み
続
け
て
お
り
、
ま
た
、
城
山
小
学
校
も
、
昭
和
二
十
六

年
八
月
八
日
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
今
も
含
め
て
毎
月
九
日
に
「
平
和
祈
念
式
」
を

続
け
て
い
て
、
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
で
第
八
五
一
回
を
数
え
て
い
る
。 

 

山
里
小
学
校
で
は
、
児
童
名
簿
は
防
空
壕
に
あ
っ
た
の
で
残
っ
て
い
る
が
、
城
山

小
学
校
で
は
当
時
の
名
簿
は
焼
け
て
し
ま
っ
て
い
て
、
殉
難
児
童
名
簿
に
名
前
が
載

っ
て
い
る
の
は
八
六
一
名
で
あ
る
。
戦
後
七
十
七
年
が
過
ぎ
て
、
そ
の
名
簿
に
名
前

が
あ
る
児
童
に
つ
い
て
も
、
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
児
童
に
つ
い
て
も
、
手
が
か
り

を
つ
か
む
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
。
し
か
し
、
原
爆
投
下
の
直
前
に
疎
開
し
て
助
か 

っ
た
人
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
は
被
爆
を
免
れ
た
と
し
て
体
験
を
公
に
し
て
こ
な
か
っ

た
場
合
が
多
い
が
、
改
め
て
お
話
を
伺
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
と
め
ら
れ
た
地
図

や
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
と
、
在
り
し
日
の
城
山
学
区
の
友
だ
ち
や
地

域
の
姿
、
様
々
な
思
い
出
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
に
は
、
ま
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だ
着
手
し
始
め
た
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
今
回
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
ま
と
め
て
会
場
内
外
の
い
ろ
ん
な
方
に
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
手
が
か
り
や
視
点
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。 

 

例
え
ば
、
中
村
平
さ
ん
が
ご
指
摘
く
だ
さ
っ
た
朝
鮮
出
身
の
住
民
に
つ
い
て
は
、

当
時
の
復
元
地
図
を
見
直
す
と
、
城
山
小
学
校
の
す
ぐ
下
に
朝
鮮
人
飯
場
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
場
所
を
め
ぐ
る
記
憶
や
証
言
の
一
つ
一
つ
が
当
時
の
状
況
を

知
る
貴
重
な
手
が
か
り
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
慰
労
会
の
後
に
川
口
隆
行
さ
ん
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
、
広
島
の
翠
町
中
学
校
で
の
、
坪
井
直
さ
ん
が
教
頭
を
し
て
い

た
時
代
以
来
の
実
践
で
あ
る
「
空
白
の
学
籍
簿
」
を
め
ぐ
る
学
習
に
つ
い
て
は
、
同

校
卒
業
生
の
児
童
文
学
作
家
で
あ
る
中
澤
晶
子
さ
ん
に
八
月
下
旬
に
お
会
い
し
て
、

お
話
を
伺
っ
た
り
、
資
料
を
お
借
り
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
に
も
た
く
さ

ん
の
方
か
ら
、
普
段
の
ご
自
身
の
研
究
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
様
々
な
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
い
て
、
こ
の
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
大
い
に
感
謝
し
て
い
る
。
城
山

小
学
校
の
当
時
の
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
よ
う
な
記
述
が
あ
る
手
記
等
を
ご
存
知
で

し
た
ら
、
今
後
も
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
合
評
会
印
象
記 

加
島 
正
浩 

 

第
六
十
六
回
原
爆
文
学
研
究
会
で
行
わ
れ
た
川
口
隆
行
氏
の
著
作
『
広
島
抗
い
の

詩
学―

原
爆
文
学
と
戦
後
文
化
運
動―

』
の
合
評
会
で
は
、
多
岐
に
亘
る
論
点
が
提

示
さ
れ
、
議
論
が
白
熱
し
た
。
そ
の
全
て
を
報
告
す
る
こ
と
は
私
の
能
力
で
は
到
底

叶
わ
な
い
た
め
、
私
の
興
味
関
心
に
基
づ
く
整
理
で
恐
縮
だ
が
、
そ
の
一
端
を
報
告

す
る
こ
と
で
、
印
象
記
に
代
え
た
い
。 

 

ま
ず
、
動
物
や
非
人
間
の
側
か
ら
「
人
間
で
あ
る
こ
と
の
責
任
」
を
問
い
直
し
て

い
る
点
が
、
本
書
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
「
責
任
」
を
問
う
こ
と
が
、
原

爆
文
学
の
核
心
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
論
点
が
挙
が
っ
た
。
そ
の
論
点
は
、

本
書
が
問
題
と
し
て
い
る
一
九
五
〇
年
代
が
運
動
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
の
時
代
で
あ

る
と
い
う
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
た
。
上
か
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
「
注
入
」
さ
れ
、

立
ち
上
が
っ
て
し
ま
う
「
主
体
」
を
問
い
直
す
要
因
と
し
て
、
動
物
な
ど
へ
の
着
眼

が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
と
、
私
は
理
解
し
た
。 

 

一
九
五
〇
年
代
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
本
書
の
意

義
は
、
他
に
も
示
さ
れ
た
。
運
動
に
お
け
る
表
現
は
、
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
定

型
に
表
現
を
は
め
て
い
く
側
面
も
あ
る
。
そ
の
定
型
か
ら
漏
れ
出
る
「
表
現
」
を
す

く
い
上
げ
る
仕
事
で
も
あ
る
と
い
う
指
摘
が
、
示
さ
れ
た
意
義
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

本
書
は
そ
の
「
表
現
」
か
ら
、
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
「
国
際
平
和
都
市
の
論

理
」
が
覆
い
隠
そ
う
と
す
る
、
声
に
な
り
え
な
い
人
々
の
情
念
や
沈
黙
、
死
者
の
存

在
を
読
み
取
る
試
み
で
も
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
た
。 

 

こ
の
「
定
型
」
と
表
現
と
い
う
問
題
は
、
「
原
爆
文
学
」
の
問
題
と
し
て
も
議
論

さ
れ
た
。
「
原
爆
文
学
」
と
い
う
問
題
領
域
が
固
定
化
（
中
心
化
／
定
型
化
）
す
る

こ
と
な
し
に
は
、
公
に
問
題
領
域
が
認
識
さ
れ
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
固
定
化

に
抗
う
動
き
も
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
定
型
か
ら
漏
れ
出
て
し
ま
う
問
題
も
あ
る
。
そ

の
た
め
「
文
学
」
を
書
く
側
の
み
な
ら
ず
、
読
む
側
に
お
い
て
も
「
原
爆
文
学
」
と

い
う
定
型
か
ら
い
か
に
逃
れ
な
が
ら
読
み
を
展
開
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
わ

け
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
書
く
こ
と
・
読
む
こ
と
を
め
ぐ
る
定
型
化
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
も
、

運
動
で
生
ま
れ
た
表
現
＝
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
を
本
書
は
掬
い
あ
げ
解
釈
を
行
っ
て
い

る
わ
け
だ
が
、
運
動
で
生
ま
れ
る
大
半
の
詩
は
新
た
な
解
釈
を
生
み
出
す
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
課
題
も
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
議
論
に
お
い
て
は
、
解
釈
が
で
き
な
い
詩

で
あ
る
と
し
て
研
究
の
埒
外
に
追
い
や
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
詩
が
多
く
書

か
れ
た
〈
場
〉
を
問
う
こ
と
で
、
人
々
が
そ
の
よ
う
な
詩
を
書
く
こ
と
で
何
を
託
し

て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起
も

な
さ
れ
た
。 

 

私
見
だ
が
、
近
年
フ
ラ
ン
コ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ
の
〈
遠
読
〉
や
、
ホ
イ
ト
・
ロ
ン
グ

の
“The Values in Numbers

”
な
ど
、
計
量
分
析
の
手
法
を
用
い
た
文
学
研
究
の
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方
法
論
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
。
計
量
分
析
は
、
類
型
化
し
た
表
現
を
特
定
す
る
の
に

適
し
た
分
析
方
法
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
五
〇
年
代
の
サ

ー
ク
ル
運
動
で
生
み
出
さ
れ
た
表
現
を
、
解
釈
と
は
異
な
る
形
で
、
研
究
の
俎
上
に

挙
げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
川
口
氏
の
著
作
の
優
れ
た
達
成
を
明

確
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
研
究
者
が
引
き
受
け
る
課
題
も
提
示
さ
れ
た
本
合

評
会
は
、
大
変
実
り
の
多
い
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。 

 

彙 

報 

第
六
十
六
回 

原
爆
文
学
研
究
会 

○
日
時 

二
〇
二
二
年
六
月
二
十
五
日
（
土
） 

○
会
場 

広
島
大
学
東
千
田
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー
Ｍ
２
０
４ 

※
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の
開
催 

 

○
研
究
発
表 

 

城
山
国
民
学
校
の
殉
難
児
童
を
捜
し
て 

 
 
 
 

村
上
美
奈
子 

 

○
合
評
会
：
川
口
隆
行
『
広
島
抗
い
の
詩
学―

原
爆
文
学
と
戦
後
文
化
運
動―

』 

書
評
者
：
宇
野
田
尚
哉
・
佐
藤
泉
・
成
田
龍
一 

  

編
集
後
記 

 

二
〇
二
二
年
六
月
の
第
六
十
六
回
の
研
究
会
開
催
の
後
、
日
本
は
全
国
的
な
酷
暑
を

迎
え
、
大
変
な
暑
さ
の
中
を
マ
ス
ク
姿
で
過
ご
す
夏
も
三
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
二

〇
二
一
年
十
二
月
の
第
六
十
五
回
研
究
会
で
第
一
期
の
活
動
を
終
了
し
た
本
会
は
、

こ
の
二
〇
二
二
年
か
ら
第
二
期
と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
研
究
会
の
名
前

や
会
報
発
行
に
つ
い
て
は
従
来
の
も
の
を
踏
襲
し
つ
つ
、
世
話
人
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
と
両
立
し
な
が
ら
新
た
な
体
制
で
の
運
営
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

第
二
期
世
話
人
は
以
下
の
十
一
人
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
事
務
局
は
第
一
期
か
ら
継
続

し
て
中
野
和
典
さ
ん
が
引
き
受
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
代
表
世
話
人
は
設
け
ず
に
、

全
員
で
企
画
運
営
を
し
、
機
関
紙
編
集
と
会
報
編
集
は
役
割
分
担
を
し
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

後
山
剛
毅 

 

加
島
正
浩 

 

樫
本
由
貴 

 

楠
田
剛
士 

 

中
尾
麻
伊
香 

中
野
和
典 

 

長
野
秀
樹 

 

松
永
京
子 

 

野
坂
昭
雄 

 

堀
本
嘉
子 

山
本
昭
宏 

  

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
家
族
を
迎
え
、
研
究
会
に
参
加
し
始
め
た
当
初

と
は
違
う
生
活
環
境
に
な
り
遠
方
の
研
究
会
へ
身
軽
に
足
を
運
べ
る
身
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
、
読
む
と
い
う
こ
と
に
向
き
合
う
時
間
が
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
自
覚
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
に
研
究
会
の
末
端
に

加
え
て
い
た
だ
き
、
考
え
る
こ
と
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
ひ
と
え
に
世
話
人
会
の

皆
さ
ん
と
会
員
の
皆
さ
ん
の
心
が
あ
る
か
ら
と
感
謝
の
念
が
絶
え
ま
せ
ん
。
研
究
会

の
活
動
を
起
点
と
し
て
会
員
の
皆
様
の
報
告
や
応
答
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
改
め

て
読
む
こ
と
に
向
き
合
い
、
研
究
会
を
重
ね
、
お
互
い
の
未
来
を
拓
い
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
研
究
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
会

報
へ
の
執
筆
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
堀
本 

嘉
子
）  
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